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　今回の特集は「究極の肛門温存術式 ISR」という企画です．ISR の登場により，従来は人工肛門に
なるような症例の一部は，肛門温存が可能となりました．そしてわが国で ISR が導入されてから約
10 年が経過し，今回は長期成績を含めて ISR を再考しようというのが，企画の趣旨です．十年一昔
といいますが，ISR がわが国で広まり，そしてその評価をするのに 10 年かかったということになり
ます．
　それでは，そもそも人工肛門を造設するようになったのはいつなのでしょうか？　それは，腹会陰
式直腸切断術（Miles 手術）が登場した時期であり，約 100 年前の 1908 年のことです．つまり約 100
年前に，直腸癌の治療で「肛門」を切除してしまうという，劇的な変化がもたらされた訳です．それ
から 100 年以上たった現在でもMiles 手術は標準手術として行われています．そして今回の ISR は
まさに，100 年経ってからMiles 手術に挑戦すべく，人工肛門を回避する手術として登場したわけで
す．「できるだけ多くとる」から「できるだけ少なくとる」に変わるのに 100 年を要したわけです．
　それではこの先，100 年経ったら一体どんな変化があるのでしょう？　再生医療が進んで肛門を
「再生」することが可能になるのでしょうか，会陰部の移植は可能なのでしょうか，あるいは，まさ
に本当の「人工」の「肛門」ができるのでしょうか，それとも全く予期しないような新たな肛門温存
の「医療」が登場するのでしょうか．いずれにしても，その時代を担ってくれる未来の医師に期待し
たいと思います．そして，現在とは役割が少し異なっているかもしれませんが，少なくともその時代
にも外科医が活躍していればいいなと，思っております．
 （渡邉聡明）
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